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資 料 １

① 令和４年度巡視活動計画（案）

活 動 内 容 実 施 時 期 備 考

巡視員会議 ■春季：７月２日開催予定 新型コロナウィ
■秋季：１１月下旬予定 ルス感染症の

状況 に対 応 し
て 開 催 時 期 ･

合同パトロール ■７月下旬（山岳）、９中旬（渓流）実施予定 方法の変更あ
り

合同パトロールのコースは､泡滝登山口～大鳥池～オツボ峰～以東岳コース（吊り橋
の仮復旧の目処が立ち次第詳細を決める）のほか、いくつかのコースについて、巡視員
の意向を踏まえて決定します。
なお、昨年度の参加実績等を考慮し、週末実施にすることを含めて日程を検討しま

す。

令和４年度巡視員登録状況

巡視員を構成する 令和３年度 令 和 ４ 年 度 備 考
団体名 登 録 者 数 登 録 者 数

出羽三山の自然を守る会 ７ ７

山形県山岳連盟 １３ １４

山形県渓流釣り協議会 １０ １０

西川町大井沢区 ８ ６

山形県猟友会 ９ ９

山形県内水面漁業協同組合連合会 ４ ４

鶴岡市朝日庁舎 ６ ６

小国の自然を守る会 ７ ６

合 計 ６４ ６２

※ボランティア保険期間
東北局 令和４年４月１日～令和５年４月１日

※巡視員登録者の推移（東北森林管理局・関東森林管理局）
１６年度６９名 １７年度７３名 １８年度８３名 １９年度８４名 ２０年度８２名
２１年度８３名 ２２年度８３名 ２３年度８５名 ２４年度８５名 ２５年度８４名
２６年度８３名 ２７年度８０名 ２８年度８０名 ２９年度８０名

平成３０年度以降は東北森林管理局登録分のみを掲載
平成３０年度 ６６名、 令和元年度 ６５名、 令和２年度 ６４名
令和３年度 ６４名、令和４年度 ６２名



令和４年度　朝日山地合同パトロール希望アンケート（山岳コース）

番号 地域 コース名 目的地 泊数 登山口 ポイント① 宿泊① ポイント② 宿泊② ポイント③ ポイント④ 下山口 備　　　　　考

1 西川町
日暮沢小屋→竜門小屋→大朝日
岳→日暮れ沢小屋　　１泊2日周回 竜門小屋 1泊 日暮沢小屋 - 竜門小屋 大朝日小屋 - 小朝日岳 - 日暮沢小屋

2 鶴岡市
泡滝ダム⇔狐穴小屋
２泊３日往復 狐穴小屋 2泊 泡滝ダム 大鳥小屋 以東小屋 狐穴小屋 以東小屋 - 泡滝ダム

3 鶴岡市
泡滝ダム⇔大鳥小屋
日帰り往復 大鳥小屋 日帰り 泡滝ダム 大鳥小屋 - - - - - 泡滝ダム

4 鶴岡市
泡滝ダム→オツボ峰→泡滝ダム
1泊2日周回 以東小屋 1泊 泡滝ダム - 大鳥小屋 オツボ峰 - 以東小屋 大鳥小屋 泡滝ダム

事務局提案（植生保護のための歩道規制（７月
下旬実施））
＊吊り橋仮復旧次第で実施したい。

5 鶴岡市
泡滝ダム→狐穴小屋→天狗小屋
（出谷川含む）2泊3日縦走

出谷川ルー
ト

2泊 泡滝ダム 以東小屋 狐穴小屋 出谷川 天狗小屋 - - 日暮沢小屋

6 西川町
日暮沢小屋⇔小朝日岳
日帰り往復 小朝日岳 日帰り 日暮沢小屋 小朝日岳 - - - - - 日暮沢小屋

7 大江町
古寺鉱泉⇔大朝日岳
1泊2日往復 大朝日小屋 1泊 古寺鉱泉口 小朝日岳

大朝日小
屋

大朝日岳 - - - 古寺鉱泉

8 西川町
大井沢⇔以東小屋2泊3日周回 出谷川ルー

ト
2泊 日暮沢小屋 - 天狗小屋 出谷川→以東小屋狐穴小屋 天狗小屋 - 日暮沢小屋 　

9 西川町
大井沢日帰り周回

障子ヶ岳 日帰り 日暮沢小屋 天狗小屋 - 障子ヶ岳 - - - 日暮沢小屋

10 朝日町
朝日鉱泉⇔大朝日岳
１泊２日周回 大朝日小屋 1泊 朝日鉱泉 鳥原小屋 大朝日小屋 大朝日岳 - 平岩山 - 朝日鉱泉

11 朝日町
御影森山日帰り往復

御影森山 日帰り 朝日鉱泉 御影森山 - - - - - 朝日鉱泉

12 小国町
祝瓶山日帰り往復

祝瓶山 日帰り 針生平 祝瓶山 - - - - - 針生平 令和３年度計画コース（悪天候で中止）

13 小国町
針生平→大朝日岳→祝瓶山→針
生平１泊２日周回 大朝日小屋 1泊 針生平 大朝日岳 大朝日小屋 祝瓶山 - 針生平

14 長井市
勧進代→葉山荘→白兎日帰り周
回 葉山山荘 日帰り 勧進代口 葉山山荘 - - - - - 白兎口 令和３年度計画コース（コロナで中止）

希望コース番号 ：

希　望　時　期 ： 月上中下旬 （日帰りコース） ～

今年は昨年度の実施状況を鑑み、基本的に週末に実施することを検討いたします。

ご意見等

団　　体　　名
氏　　　　　 名

月上中下旬 月上中下旬

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※本アンケートは、山岳コース合同パトロールの時期とコースを選定するための
ものです。　月　日（　）まで、FAX又は電話等でご報告をお願い致します。
なお、アンケートの結果等を踏まえて内容を決定し、各団体あて、改めて合同パト
ロールの参加募集を行います。
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年度 実施日 コース名称
巡
視
員

環
境
省

職
員

山
泊

ルート 備考

平成27
年度

9/14 渓流日帰りコース 2 3
朝日鉱泉～二股～朝日俣沢
(モニタリング調査指導含む）

9/26 御影森山日帰り 1 5 朝日鉱泉～御影山

9/26
～27

大鳥～狐穴(泊）～
天狗～南俣沢縦走

1 4 ○
泡滝～以東岳～狐穴小屋～
二ツ石山～天狗～南俣沢出
合

平成28
年度

9/12 渓流日帰りコース 1 2
朝日鉱泉～二股～朝日俣沢
(モニタリング調査指導含む）

9/24 小朝日岳日帰り 2 4 日暮沢～古寺山～小朝日岳

9/24
～25

大鳥～以東岳 4 1 4 ○ 泡滝～大鳥池～以東岳

平成29
年度

9/13 渓流日帰りコース 2 朝日鉱泉～二股～朝日俣沢

9/23 大鳥池日帰りコース 1 5 泡滝～大鳥池

9/23 御影森山日帰り 3 朝日鉱泉～御影山

9/23 葉山日帰りコース 3 4 勧進代～葉山山頂～白兎

平成30
年度

9/11 渓流日帰りコース 1 1 朝日鉱泉～二股～朝日俣沢
山岳ｺｰｽは荒天で
中止(1ｺｰｽ)

令和元
年度

7/20 古寺鉱泉コース 6 3 4
古寺鉱泉～古寺山(三沢清
水)

9/18 渓流日帰りコース 1 1 朝日鉱泉～二股～朝日俣沢

令和２
年度

9/19 小朝日岳日帰り 2 1 4 日暮沢～古寺山～小朝日岳 古寺山までとした

9/29
～30

古寺鉱泉～大朝日
岳

3 ○
古寺鉱泉～小朝日岳～大朝
日岳～小朝日岳～古寺鉱泉

マツノクロホシハバ
チ調査

10/10 障子ケ岳日帰り 1 9
南俣沢出合～紫ナデ～障子
ケ岳～粟畑～南俣沢出合

令和３
年度

8/7～
8/8

泡滝ダム～オツボ峰
～以東岳

3 1 5 ○
泡滝ダム～オツボ峰～以東
岳

・葉山コース（コロナ感染拡
大により中止）
・祝瓶山コース（悪天候によ
り中止）

計 28 7 63
( )書きは合同パトロール以外
の参加でカウントに含まない

朝日山地森林生態系保護地域合同パトロール実施一覧表（過去7年）
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１ 巡視活動
管理計画に定める行為に反しないように、入山者に対し啓発・指導を行う。

①保存地区

・原則として人手を加えず自然の推移に委ねることにしている区域です。山

菜、キノコ、落葉落枝等の採取はしないようにする。

・森林限界付近から高山帯及び湿原地帯においては､既設の歩道を利用して、

自然植生を傷めないようにする。

②保全利用地区

・試験研究、森林の教育的利用、小規模な森林レクリェーションの場として利

用できる区域です。

・猛禽類の生息が見られる箇所については、近寄らない。

③共通

・焚き火はしない

・森林環境を保全するため、入山者に対し、「紙くず・食べ残し・空き缶」等ゴミ

の持ち帰りの啓発・指導を行う。

２ 特別指導
巡視活動中に指導・啓発に従わず、不適切な行為を正当化しようとする入山者

に対しては次の内容で指導を行う。なお、指導したにもかわらず、復元等適切な

処置をせずに不適切な行為を継続する場合は、関係機関へ連絡することになるこ

とを付け加える。

(1)高山植物の盗掘あるいは森林の産物採取、森林の伐採、樹木の損傷 森林法

及び自然公園法に違反する行為。保安林内である場合は、保安林のもつ国土保

全上の公益的役割から刑が加重される。→森林管理署等

(2)焚き火は、手続きが必要で許可を受けなければしてはならない。自然公園法に

違反する行為。→環境省（羽黒自然保護官事務所）、普通林地（市町村）

(3)禁漁区における魚釣りは、漁業法、水産資源法、山形県内水面漁業調整規則

違反。→山形県水産課

(4)鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の違反（主な項目）

→環境省（羽黒自然保護官事務所）

①禁止区域違反（鳥獣保護区、休猟区、特別保護地区等）

②捕獲の時と場所の制限違反（日の出前または日没後等）

③狩猟鳥獣以外の鳥獣捕獲禁止

④ヒナまたは卵の捕獲禁止

⑤禁止期間の捕獲（１１月１５日～翌年２月１５日以外の捕獲禁止）

※時期は種類により異なる。主な鳥類、哺乳類。

(5)ゴミの不法投棄（家電製品等）

→山形県各総合支庁（環境課）等、環境省（羽黒自然保護官事務所）

ゴミの投棄は法律（産業廃棄物処理法等）により禁止されている。また、水質

汚染等環境への影響などによっては県条例違反。さらには、国立公園内であれ

ば自然公園法違反となる。
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悪質な行為!!

指導に身の危険!!

①い つ 何月何日の何時頃

②どこで 所在地や目標物等

③だれが 行為者の特徴（性別、人数、服装等）

④なにを 行為の内容（採取、伐採、毀損等）

⑤その他 行為者の交通手段、帰路方向等

⑥通報者 巡視員名（所属団体等）

庄内森林管理署 ℡0235-22-3331

山形森林管理署 ℡0237-86-3161

置賜森林管理署 ℡0238-62-2246

管轄警察署 関係自治体
鶴岡警察署 ℡0235-28-0110 鶴岡市 ℡0235-25-2111

寒河江警察署 ℡0237-83-0110 朝日庁舎 ℡0235-53-2111

長井警察署 ℡0238-84-0110 朝日町 ℡0237-67-2111

小国警察署 ℡0238-62-0110 大江町 ℡0237-62-2111

西川町 ℡0237-74-2111

小国町 ℡0238-62-2111

長井市 ℡0238-84-2111

連
携

連 携

連

絡

緊急連絡先・連絡事項

平日：０２３５－５８－１７３０

休日：０８０－８０５８－８７０４
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緊 急 連 絡 体 系 図 取扱注意
★令和４年度 朝日庄内森林生態系保全センター（一般版）

救 急 車(119) 派遣要請 朝日庄内 森林管理署

○鶴岡市消防本部 森林生態系保全センター 応援連絡 庄内署
50235-22-8332 （現場急行） 50235-22-3331

○鶴岡地区消防事務組合 派遣要請 5０２３５－５８－１７３０ 山形署
朝日分署 50235-53-2126 携帯 5０８０－８０５８－８７０４ 50237-86-3161 救援依頼

○酒田市消防本部 （所長公用携帯） 指示(現場保存等) 最上支署
50234-31-7119 衛 星 5８８１６-５１４３-９１７５ 50233-62-2122

○酒田地区消防組合消防署 〃 5８８１６-２３４１-２００８ 置賜署
遊佐分署 50234-72-4100 50238-62-2246

○西村山広域行政事務組合消防署
西川分署 50237-74-2101 救援（現場急行） 被災者の家族

○西村山広域行政事務組合消防署 速報
朝日分署 50237-67-2215 連 指 現場保存

○西村山広域行政事務組合消防署 絡 示 救急措置 警察署（110）
大江分署 50237-62-3120 鶴岡警察署50235-28-0110

○最上広域市町村圏事務組合 酒田警察署50234-23-0110
西消防支署50233-72-2308 巡視・作業現場 寒河江警察署50237-83-0110

○西置賜行政組合消防本部 （被災者） 新庄警察署50233-22-0110
長井市本署 50238-88-1212 災害が発生した 小国警察署50238-62-0110

○西置賜行政組合消防本部 ①いつ ⑥どのようにして 長井警察署50238-84-0110 速報
小 国 分 署 50238-62-2154 ②どこで ⑦けが人の状態は

③だれが ⑧救急車はいるか

救急医療機関 ④なにをして ⑨移送する病院は
◎●鶴岡市立荘内病院 ⑤どこを ⑩走るコースは

50235-26-5111
◎●日本海総合病院 東北森林管理局

50234-26-2001 技術普及課
今野医院（酒田市） 連

50234-22-0284 計画課
●遊佐医院（遊佐町） 絡

50234-72-2522 総務課（職員災害） 連絡
●西川町立病院 急報・報告 ※災害対策本部設置

50237-74-2211
●朝日町立病院 救援・災害調査（現場急行）

50237-67-2125
●白田医院（大江町）

50237-62-3155 ◎●公立置賜総合病院（川西町） 関係者（連絡順位）

◎ 県立中央病院 50238-46-5000 関係監督機関
5023-685-2626 ●小国町立病院 ①所 長 090-5238-8915 庄内岡労働基準監督署

戸沢村中央診療所 50238-61-1111 50235-22-0714
50233-72-3363 ②自然再生指導官 090-7662-7548 山形労働基準監督署 速報

奥山医院（庄内町狩川） 5023-624-6211
50234-56-2013 ③一般職員（加藤） 080-1695-3249 新庄労働基準監督署

50233-22-0227
米沢労働基準監督署

50238-23-7120
注）◎印は頭部受傷（局指定病院）、●印はマムシ血清保有医。

※ 緊急時の連絡体制を確保するのため、必要な連絡責任者を定め開始及び終了時に連絡・報告すること。
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 朝日庄内森林生態系保全センター 

担当者：堀川 あて 
FAX:０２３５－５８－１７３１ 

団体名               
 

氏 名               
 

令和４年度 朝日山地森林生態系保護地域巡視員 
巡  視  活  動  報  告 

 
項   目 

 
内         容 

 
 
保存地区に関
する事項 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
保全利用地区
に関する事項 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
隣接地区等に
関する事項 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
その他事項 
（ニホンジカ
やイノシシ等
の確認情報含
む） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 注１）「内容」欄には、日付（曜日）、場所、対象者、活動内容を記載して下さい。 
 注２）「隣接地区等に関する事項」欄には、森林生態系保護地域外の隣接地区における活 
  動の場合や保存地区・保全利用地区にまたがる場合に記載して下さい。 
 注３）保存地区・保全利用地区にまたがる場合はその旨記載して下さい。 
 注４）「その他事項」欄には、森林生態系看板の設置などの情報を記載して下さい。 
 ※ 巡視終了の際は記載の上、担当まで FAX 等によりご報告願います。 
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記載例 
 
 朝日庄内森林生態系保全センター 

担当者：堀川 あて 
FAX:０２３５－５８－１７３１ 

団体名    ○○○○会      
 

氏 名    ○○ ○○      
 

令和４年度 朝日山地森林生態系保護地域巡視員 
巡  視  活  動  報  告 

 
項   目 

 
内      容 

 
保存地区に関
する事項 
 
 
 

 
・７／２０古寺鉱泉～大朝日岳を往復した。特に異常なし。小朝日岳
付近の小看板はひもが切れていた（写真参照）。 
・１０／３マツノクロホシハバチの生息域が９月１５日の地点から大
朝日岳山頂まで、規模は大きくないが延々と続いていることを確認し
た。 

 
 
保全利用地区
に関する事項 
 

 
・６／１３、６／１６朝日鉱泉側登山口～頭殿山（６月１３日に）頭
殿山登山道の亀裂を発見したのち、６月１６日（火）（朝日センター
と）すぐに現場を調査でき、大きな問題はないことが確認できてよか
った。 

 
 
隣接地区等に
関する事項 

 
・８／２３西川町大井沢根子地内の大規模林道真室川小国線沿いの道
路両側にオオハンゴンソウが繁殖し、朝日町木川地内の県道白滝宮宿
線との交差点から白滝側に進んだ所まで進出している。 

 
その他事項 
（ニホンジカ
やイノシシ等
の確認情報含
む） 
 

 
・５／２３地蔵峠を小寺側へ少し下ったところでイノシシの若い成獣
１頭を確認した。 
・１０／２３八久和ダム周辺の森林生態系保護地域の入口付近におい
てニホンジカ成獣オス１頭を確認した。 
 
 

 注１）「内容」欄には、日付（曜日）、場所、対象者、活動内容を記載して下さい。 
 注２）「隣接地区等に関する事項」欄には、森林生態系保護地域外の隣接地区における活 
  動の場合や保存地区・保全利用地区にまたがる場合に記載して下さい。 
 注３）保存地区・保全利用地区にまたがる場合はその旨記載して下さい。 
 注４）「その他事項」欄には、森林生態系看板の設置などの情報を記載して下さい。 
 ※ 巡視終了の際は記載の上、担当まで FAX 等によりご報告願います。 
 



資料２ 【Ｒ４年４月１日現在】

朝日庄内森林生態系保全センター

直近の状態把握

保存 保全利用 良好 不明 摘要 点検状況 補修状況 北緯（緯度） 東経（経度） 写真 測位日

1 鶴岡市 八久和ダム車止め付近：八久和ﾀﾞﾑ堤体を渡り設置 ７８の ○ 点検･補修 ×
堤体までは、通行可能（工事車
両多く通行注意）

R3.10.27（工事の為堤
体まで行けず）

H27.5.15更新 R3.10.27八久和ダム堤体までは通行可能
月山ダム方面からは通行止め 38°30′39″ 139°52′31″ ○ H28.5.31

2 鶴岡市 八久和川入り口付近：ｺﾝｸﾘｰﾄ橋を過ぎて設置 ８９い ○ × 林道通行不可により、入山者が見込
めないことから更新しない

R3.10.27（橋崩落の為
林道通行不可）

H29.8.22補修 林道橋崩落の為、通行不可 38°28′44″ 139°50′41″ ○ H28.5.31

3 鶴岡市 東大鳥川チウノ沢向116林班界：車待避場所の立木に設置 １１６ぬ ○ 〇 R3.10.13点検 R3.10.13点検 H30.11.1 38°26′4″ 139°48′4″ ○ R2.8.28

4 鶴岡市 大鳥池～以東岳直登コース       １１４イ ○ 点検･補修 ○ R3.8.8設置更新 R3.8.8設置更新 H29.9.30更新 破損、更新必要 38°21′09″ 139°50′7″ ○ R2.9.8

5 鶴岡市 大鳥池～オツボ峰コース １１４イ ○ 〇 R3.8.8点検 R3.8.8点検 H29.9.20補修 38°21′47″ 139°50′11″ ○ R2.9.8

6 西川町 大井沢川水場付近               ９３い ○ 〇 R3.10.19点検 R3.10.19点検 H30.8.19 38°23′10″ 139°57′00″ ○ H27.9.24

7 西川町 大井沢川（1196m大クビト山付近） ９３イ ○ ○ R3.10.19点検 R3.10.19点検 H30.8.19 38°23′41″ 139°55′51″ ○ R2.10.10

8 西川町 大井沢川焼峰付近               ９３は ○ ○ R3.10.19点検 R3.10.19点検 H30.11.5 38°22′27″ 139°56′41″ ○ R2.10.10

9 西川町 大井沢川粟畑手前               ９３ほ ○ ○ R3.10.19点検 R3.10.19点検 H30.11.5 38°22′16″ 139°55′52″ ○ R2.10.10

10 西川町 大井沢川粟畑手前               ９３ほ ○ ○ R3.10.19点検 R3.10.19点検 H30.11.5設置更新 38°22′16″ 139°55′52″ ○ R2.10.10

11 西川町 日暮沢小屋付近　　　　　　　　 ８１に ○ ○ R3.7.15点検 R3.7.15点検 H30.6.1 　 38°19′15″ 139°56′36″ ○ R2.9.14

12 西川町 清太岩手前(1226m山付近) ８０イ ○ ○ R2.10.16点検 H30.8.30 巡視員確認 38°18′32″ 139°55′22″ ○ H27.11.4

13 大江町 小朝日岳付近(古寺山との尾根) ８０ハ ○ 補修 △ R2.9.4点検 巡視員確認 38°16′28″ 139°56′42″ ○ H28.6.22

14 朝日町 白滝コース小朝日岳直下付近　　 ２７ほ ○ 設置更新 × R2.9.30確認できず H29.9.27点検 亡失、更新必要 38°16′14″ 139°57′13″ ○ H28.6.22

15 大江町 畑場峰付近 ５２ろ ○ ○ R3.7.15設置更新 R3.7.15設置更新 R2.8.5看板修繕 更新必要 38°17′17″ 139°58′48″ ○ R2.8.5

16 大江町 古寺鉱泉駐車場 ５１か2 ○ ○ R3.7.15点検 R3.7.15点検 38°18′14″ 139°58′19″ ○ H25.6.16

17 朝日町 ナカツル尾根ルート二俣付近 ２６い ○ ○ R3.8.31点検 R3.8.31点検 38°15′5″ 139°57′41″ ○ R2.9.17

18 朝日町 御影森コース大沢峰付近 ２４ハ ○ 点検･補修 △ 過去４か年未確認 H28.6.6設置更新 　 38°14′14″ 139°55′49″ ○ H28.6.6

19 朝日町 白滝林道分岐手前の小沢（林班界） ３２い ○ ○ R3.5.11点検 R3.5.11点検 38°16′18″ 140°00′34″ ○ R2.8.26

20 朝日町 頭殿山から朝日鉱泉方面約１．２km付近 １３は ○ ○ R3.9.10点検 R3.9.10点検 Ｈ30.9.13設置更新 38°14′29″ 140°00′45″ ○ R3.9.10

21 長井市 葉山山荘付近 ２６４に ○ 点検･補修 × R3.6.16確認できず R3.6.16確認できず H30.9.20 38°10′48″ 139°58′51″ ○ H30.9.20

22 長井市 祝瓶山荘ルート中澤峰付近      ２０ほ ○ 〇 R2.11.5点検 H29.08.01更新 38°12′32″ 139°56′26″ ○ R2.11.5

23 長井市 祝瓶山荘～桑住平方面吊橋付近 ２５４へ ○ 〇 最終確認令和元年度 R1.6.21設置更新 38°11′33″ 139°54′13″ ○ H28.7.21

24 小国町 赤鼻水場～大玉山間 ２イ ○ 点検･補修 △ 過去４か年未確認 H28.9.9設置 設置場所・座標確認要 38°12′47″ 139°53′59″ ○ H28.9.9

25 小国町 角楢小屋～大玉沢出合手前      ２ろ ○ ○ R2.9.3点検 H30.7.25 巡視員確認 38°13′39″ 139°52′40″ ○ H28.9.9

26 小国町 町道(五味沢～針生平)三枚沢橋付近 ６の ○ ○ R3.9.7点検 R3.9.7点検 H30.6.26 設置場所・座標確認要 38°12′22″ 139°49′10″ ○ R3.9.7

27 小国町 林道（石滝沢）最上流部橋より約５００ｍ地点 １３に ○ ○ Ｈ30.10.10設置更新 38°09′23″ 139°49′46″ ○ H30.10.10

東北
局計

11 16

No 市町別 設置箇所
林小
班

備　考
GPSデータ（デジタルカメラ付属機器）測地系WGS-84

№９，１０同一箇所に
設置

朝日山地森林生態系保護地域表示看板(小看板)の設置状況

区域表示名 R4年度
実施予定

R3年度実施状況
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（令和4年4月1日現在）

H30年度以前の状況 R元年度 Ｒ2年度 R3年度

② 小国町
針生平大石橋
（吊り橋）手前
駐車場

４と
林小班

平岩山への登山口で入り
込みが多い。

○
○H29年度旧看板を撤去し新型（組立式）看板を設
置した。
○H30年度組立式看板を設置・撤去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・
撤去する。

置賜署実施

③ 白鷹町 愛染峠園地内 民地
黒鴨林道と大規模林道の
交差位置で入り込み増を
見込む。

○
○H25年度コケがゴマ状に散らばり、文字が見にく
くなり始めた。

現地確認出来ず。
枠の一部が腐朽して
いるが、当面は倒壊等
は無い見込み。

枠の一部が腐朽して
いるが、使用は可能。

状況確認を行う。

黒鴨林道（民有地）経由のみアク
セス可能（林道距離長く悪路の
為、悪天候時は通行不可）
メンテナンスが必要

④ 朝日町
朝日鉱泉の大
規模林道駐車
場

１４ほ
林小班

大朝日岳等の登山者、山菜
採りの入り込みが多い。

○
○H29年度旧看板を撤去し新型（組立式）看板を設
置した。
○H30年度組立式看板を設置・撤去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・
撤去する。

⑤ 大江町
古寺鉱泉入り
口駐車場

５１か
林小班

大朝日岳の主要登山口で
50台駐車でき入り込みが
多い。

○

○H25年度コケ・虫の大量発生で文字が非常に見え
にくい状況。
○H26年度山形署の協力で清掃と補修を実施改善
（防腐剤塗布含む）。

 
状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認を行う。 メンテナンスが必要

⑥ 西川町
日暮小屋駐車
場

８１ロ
林小班

10台程度の駐車場があ
り、入り込みを見込む。

○
○H29年度旧看板を撤去し新型（組立式）看板を設
置した。
○H30年度組立式看板を設置・撤去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・
撤去する。

日暮小屋駐車場入り口

⑦ 西川町
大井沢林道終
点駐車場

９４い
林小班

8台の駐車ができ大井沢障
子ヶ岳を左回りで周回出来
る登山口。

○

○H26年度雪により天井柱が離脱し、今後破損の危
険ある。
○H27年度案内板上部をステンレス製木ネジ、ワッ
シャにより固定。損傷部分の補修を実施。

 
状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認を行う。
大井沢林道終点
メンテナンスが必要

⑧ 西川町
バカ平登山道
入り口

９２は
３

林小班

大井沢から寒江山への登
山口で、障子ヶ岳を右回り
で周回もできる。

○
○H25年度周囲からコケが侵入をはじめた。H26
年度には一部文字が見えなくなることを想定。
○H29年度点検の結果、継続設置する。

状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認。支柱指示･
文字盤とも維持

状況確認を行う。
天狗登山口焼峰コース沿い
メンテナンスが必要

⑨ 鶴岡市
八久和ダム鱒
淵林道分岐点

９1ろ1
林小班

鱒淵集落を入り口として、
釣り人、山菜採りが訪れる
場所である。
八久和林道89林班入口よ
り林道は橋崩落により通行
不可。

○

○H25年度雪圧による傾きはあるが安定しており、
下部及び周囲からコケが侵入を始めた。H26年度に
は文字の一部が見えなくなる事を想定。
○H26年度コケの進入は少なく遅い状況。
○H29年度経年設置に伴い、腐朽や積雪による傾
斜が進んでいる。（秋に旧看板を撤去し、来春新看板
を設置予定）

新型看板を設置・撤去
した。

新型看板を設置・撤去
した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・
撤去する。

八久和林道からは、ダム堤体
まで通行可能。
月山ダム方面からは、ノコト
ぶな公園付近から通行止め
により通行不可。

⑩ 鶴岡市
泡滝ダム下部
の林道脇車回
し

１１３ち
林小班

泡滝ダムより８００ｍ下流
に設置し、大鳥池、以東岳、
大朝日岳縦走者の利用が
多い。

○
○H29年度に旧看板を撤去し新型（組立式）看板を
設置した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・撤
去した。

組立式看板を設置・
撤去する。

撤去済みの看板

旧
①

小国町
大規模林道小
国線トンネル
出口付近

３３イ
林小班

「おぐに白い郷土の森」に
通じる道で入り込みを見込
む。

○H25年度雪圧で天井丸太が外れ動物が挟まり死
亡。H25年10月置賜署森林事務所等により表示板
を外し骨組のみを残し撤去。
○H26年度春に天井丸太が落下し危険度が減少。
○H29年度撤去。

朝日山地への登山道がなく、
入山者も少ないため撤去

朝日山地森林生態系保護地域説明看板（組立式及び大看板）の設置状況

記
載
番
号

設置場所 現在状況

経過
備　考

市町名 設置箇所
林小班
等名

参考事項
良
好

使
用
可
能

効
果
無
し

令和４年度
の計画
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資料３ 

 

② 朝日山地森林生態系保護地域モニタリング調査 

結果等について 

 

朝日山地森林生態系保護地域モニタリング調査は、朝日山地森林生態系保護地域内

における人為的影響の把握を目的として、平成 15 年度から実施してきている。 

 

ⅰ 令和３年度調査結果の概要 

令和３年度は、森林植生調査、渓流魚調査及び野生動物調査を実施した。なお、野

生動物調査については、録音機材の設置・データ回収は職員実行により実施した。 

 

〇森林 植生調 査  

調査は、平成 22 年度に朝日山地森林生態系保護地域保全利用地区（庄内森林管理

署管内）に設置された１ha の森林植生調査用の区画（25 個の 20m×20m コドラー

ト）において実施した。この区画は、八久和国有林 89 林班ち小班（鶴岡市）の尾根

に近い北西向き斜面に位置し、標高は 920～960ｍである。調査地では、平成 22 年

度に初回調査が実施され、平成 27 年度に２回目の調査が実施されている。 

 

 

 

 

 

 

図１ 森林植生調査の調査位置図     図２ 調査区画イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 調査地の林相 

アクセスルート 

調査地 
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ア 林冠構成木・下層木調査 

（ｱ） 生育樹木の状況（調査結果の概要） 

本調査地は、ブナが優占し、ホオノキやアカイタヤ等が混生し、オオバクロモジ

やヤマモミジ等の日本海側のブナ林に特徴的な樹種から構成される落葉広葉樹林

である。 

本調査地の調査区画では、胸高直径１cm 以上の樹木は 31 種出現し、全体の生

育本数は（ha 当たり）は 8,690 本、胸高断面積合計（ha 当たり）は約 42m2 で

あった。 

胸高断面積合計では、ブナが約 82％で最も大きく、次いでホオノキで約 6％を

占めている状態であった。次いでアカイタヤ、テツカエデ、ハウチワカエデといっ

たカエデ類が続くが、これらの占める割合は、いずれも 3％以下であった。本数密

度（ha 当たり）では、オオカメノキが約 3,000 本で最も多く、次いでリョウブが

約 1,000 本、オオバクロモジが約 800 本となっており、低木～小高木種が上位を

占めていた。 

 

（ｲ） 経年比較 

調査区画における胸高直径 10cm 以上の全樹種（林冠構成樹木含む）について、

胸高断面積合計及び本数の経年比較を行った（表１）。 

本年度の胸高断面積合計は、平成 27 年度と比べて約 1.2％減少、平成 22 年度

と比べて約 4％増加した。 

本数は、平成 22 年度には合計 190 本/1ha が記録されていたのに対し、平成 27

年度には 213 本/1ha、本年度には 229 本/1ha となり、胸高断面積はわずかに減

少した一方で、本数では増加がみられた。 

平成 27 年度と比較して、種ごとに胸高断面積合計や本数の増減はみられるが、

順位に大きな変化はみられなかった。また、テツカエデの胸高断面積合計、本数共

に大幅な増加がみられた。 

 

表１ 調査区画における DBH10cm 以上の全樹種の経年比較 

 
※ 林冠構成樹木として経年的に計測されている立木の中で、林冠に達していないと 4 個体が判断されたが、経年比較のため本表の計算には組み込んだ。 
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ギャップのあるコドラート 下層木の本数              ギャップのないコドラート 下層木の本数 

前回調査から、林相には大きな変化はないが、林冠木が倒れたり、枯損したりし

てギャップが生じた場合は、林床が明るくなり、下層木の増加、生長に繋がってい

ることが示唆された（図３）。 

 

※ 本グラフでは、前回調査と同じ調査仕様で計測された DBH5cm 以上の個体を対象とした。 

図３ ギャップのあるコドラートとないコドラートの下層木本数 

 

イ 下層植生調査 

（ｱ） 確認された種とその経年比較 

下層植生調査は主に林床に生育する草本と胸高直径１cm 未満の木本植物を対

象としており、計 30 個の 1ｍ×1ｍコドラート（方形枠）内で調査した。 

本年度確認された植物の種数は 39 種であり、平成 27 年度の 37 種とほぼ同数

であった（参考：平成 22 年度は 39 種）。 

木本は、オオカメノキ、オオバクロモジ、タムシバ等の低木種の他、ブナも比較

的多くみられた。草本では、チシマザサ、チマキザサが多く確認された。また、ツ

ルアリドオシ等の林床性の多年草、イワガラミ、ツタウルシ等の林縁～林内にかけ

て生育するつる性木本も多くみられた。 

継続して出現している種については大きな経年変化が認められなかった。各植

生プロットについても、種組成については全体的には大きな変化は認められなかっ

た。 

山菜として利用されている植物は、コシアブラや「ねまがりだけ」の呼び名で親

しまれているチシマザサ等であるが、本調査箇所で山菜利用がされているはずもな

く、大きな変化は見られなかった。 

 

（ｲ） 最優占種の変化 

各植生プロットにおける優占種については、チシマザサ、カエデ類が多くを占め

ている。斜面上部プロットの優占種が、ホオノキからチシマザサに変化しており、

林床の遷移がうかがえた。これは、亜高木～低木層の下層木の生長が旺盛になり、

その下層の草本層に光が届かなくなって、草本種の生育が抑えられたものの、その

影響をあまり受けなかったササ類が相対的にやや攻勢になった可能性がある。 

再現した植生プロットにおける結果を平成 27 年度と比較すると、各植生プロッ
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優占度 基準 

5 対象種が調査面積の 3/4 以上を占めている。 

4 対象種が調査面積の 1/2～3/4 を占めている。 

3 対象種が調査面積の 1/4～1/2 を占めている。 

2 対象種の個体数は極めて多い、または調査面積の 1/10～1/4 を占めている。 

1 対象種の個体数は多いが、調査面積の 1/10 以下である。 

+ 対象種の占有面積・個体数ともに少ない。 

 

優占度の判定基準 

トでは、最優占種の優占度が平成 27 年度と比較して減少する傾向がみられた（図

４）。また、植被率が全体的に減少したが、下層木（主に亜高木～低木層に生育）

の生育が旺盛になり、さらにその下の草本層が暗くなったことが一因であるかもし

れない。今後は、そういった要因を突き止めるためにも、ギャップが生じた箇所に、

下層植生コドラートを新設することも検討することが望ましいであろう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図４ 各植生プロットにおける最優占種の優占度の経年比較 

 

〇渓流 魚調査  

本調査は、朝日川源流域である山形森林管理署管内の西村山郡朝日町大字立木外 5

字朝日岳外 49 国有林 23 林班ろ小班と、25 林班い小班にある朝日俣沢の禁漁区（保

存地区）及び、22 林班い小班にある朝日川の遊漁区（保全利用地区）の 2 地区で実

施した（図５、写真２）。 

禁漁区は、朝日俣沢と黒俣沢の出合から上流約 300ｍ～約 600ｍまでの区間で、

遊漁区は、朝日俣沢と黒俣沢の出合から下流約 1,000ｍ～約 1,300ｍまでの区間で

ある。この 2 地区では、平成 16 年度以降、令和 2 年度を除き継続して調査が実施さ

れている。 

現地調査は、令和３年８月 30 日～９月１日及び９月 27 日～29 日に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 調査地区位置図         写真２ 渓流の状況（遊漁区） 
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ア 捕獲調査 

（ｱ） イワナの捕獲状況 

各調査地区では、300ｍの区間を 50ｍずつのプロットに区切られた 6 つの調査

プロットが設定されている。各プロットは、下流側より 1～6 の枝番号がつけられ、

禁漁区は A-1～A-6、遊漁区は B-1～B-6 となっている（図６）。 

ａ 捕獲個体数 

禁漁区：  63 個体（１回目 30 個体＋２回目 33 個体） 

※ 捕獲数は遊漁区の約 2.0 倍 

遊漁区：  31 個体（１回目 14 個体、２回目 17 個体） 

 

ｂ 捕獲個体の体サイズ 

禁漁区： 尾叉長 16.6cm（最小 5.0～最大 30.9）、 

体重 70.6g（最小 1.5～最大 242.0） 

遊漁区： 尾叉長 16.5cm（最小 4.9～最大 27.6）、 

体重 76.3g（最小 1.2～最大 217.7） 

 

 

図６ 調査プロットの配置状況（上：禁漁区、下：遊漁区） 
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ｃ 特徴 

・ 禁漁区と遊漁区の合計数は、94 個体（1 回目 44 個体、2 回目 50 個体）であ

った。各地区の捕獲数を比べると、禁漁区は遊漁区の約 2 倍であった（表２、

写真３）。 

・ 今年度の禁漁区の尾叉長は、当歳魚と考えられる 7～8cm、1 歳魚と考えられ

る 15cm 前後、主に 2 歳魚と考えられる 20cm 前後あたりなどいくつかピーク

がみられ、特に 20cm 以上の個体が多かった（図７）。 

・ 今年度の遊漁区の尾叉長は、当歳魚と考えられる 7～8cm、2 歳魚以上と考え

られる 25～26cm の 2 つのピークがみられ、1 歳魚に相当すると考えられる

15cm 程度の個体は未確認であった（図７）。 

・ 比較的捕獲数が多い禁漁区では、特に 15cm 以上の個体が多く、10cm 以下

の小型の個体が少ない傾向がみられた（図７）。この理由の一つとして、イワナ

類の当歳魚は河川内のたまりを好んで生息することが知られており（長谷川・前

川、2009）、禁漁区は遊漁区に比べてたまりと類似する環境である淵の数が少

なかったことも要因の一つの可能性として考えられる。 

・ イワナ以外の魚類としては、カジカ 35 個体（１回目 24 個体＋２回目 11 個

体）が遊漁区のみで確認された（写真４）。 

 

表２ 捕獲及び推定個体数の経年変化 

 
*1 H16・H17 年度は初夏季にも調査を実施しているが、経年的な変化を比較するために、秋季(9 月)のデータのみを示した。 

*2 捕獲数合計で、()内の数値は再捕獲も含めた総捕獲数を示す。なお、H19 年度のみ総捕獲数より 10cm 未満の標識を行わなかった個体を

除いた数量で集計した。 

*3 推定個体数の「－」は再捕獲個体が得られなかった、もしくは捕獲個体数が少ないため個体数推定ができなかったことを示す。 
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図７ 捕獲個体の尾叉長の分布（第Ⅳ期 令和 3 年度） 

 

 

写真３ 捕獲したイワナ         写真４ カジカ（遊漁区） 

 

イ 環境条件調査 

項 目 禁漁区 遊漁区 備  考 

流量 (m3/s) 1.44 2.17 遊漁区は禁漁区の約 1.5 倍 

水温 (℃) 11.4～11.9 12.0～12.2  

pH 7.57～7.87 7.43～7.48  

餌資源 

(水性昆虫) 

個体数 

(/m2) 

438.3 325.0 両区間ともに水生昆虫のコカゲロウ科や

ミドリカワゲラ属の個体数が多かった。 

種 数 59 種 65 種  

湿重量 

(g/m2) 

1.095 0.997 ト ビ ケ ラ 目 の 湿 重 量 は 、 禁 漁 区 で

0.13g/m2、遊漁区では 0.15g/m2 であっ

た（表３）。 

河床材料 禁漁区、遊漁区ともに石礫が卓越し、粒径 20～50 ㎝の中石

が主体であるが、50 ㎝を超える巨石も存在。 
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イワナの主な餌であるトビケラ目の湿重量に着目すると、今年度の湿重量は、平

成 24 年度及び前回の令和元年度に比べ、禁漁区で約 20 分の 1、遊漁区で 10 分の

1 以下の湿重量であった（表３）。 

こういったトビケラの仲間は生息基盤となっている河床（礫）が安定している所

では生息数と現存量が多くなる傾向がある。一方、出水が多く、河床が不安定なと

ころでは、生息数と現存量が少なくなる傾向がある。平成 24 年度は夏季が猛暑で

非常に渇水であったこと、令和元年度も調査直前に大きな出水がなかったことから、

河床の安定性が高かったものと思われる。 

今年度は調査直前に降雨があり、河床の礫が動いたことで、これらトビケラの仲

間が下流に流された結果、全体的に現存量が減少した可能性があるものと考えられ

る。 

表３ イワナの主要餌であるトビケラ目の湿重量及び全体に占める割合 

年度 
湿重量（g/㎡） 全体に占める割合（％） 

禁漁区 遊漁区 禁漁区 遊漁区 

H24 2.59 1.69 37.2 30.2 

H25 0.067 0.03 3.2 1.9 

H26 0.425 0.187 9.4 4.1 

H27 0.85 0.92 12.4 17.6 

H28 0.024 0.248 0.5 2.9 

H29 0.19 0.18 3.9 7.3 

H30 0.18 0.22 13.5 17.8 

R1 2.43 1.93 18.1 25.5 

R3 0.13 0.15 11.7 15.2 

 

 

 

 

写真５ 餌資源調査（ｻｲﾊﾞｰﾈｯﾄでの採集）  写真６ アミメシマトビケラ属 sp. 

 

ウ 釣り人の利用実態調査 

（ｱ） 調査方法：アンケート調査（朝日鉱泉で配布） 

（ｲ） 回 答 数：20 名（令和２年度３名、令和３年度 17 名） 

このうち、初めて来られた方が 2 名（令和２年度１名、令和３年度１

名）であり、多くはリピーターであった。 

（ｳ） 利用状況：釣りの場所は、朝日川本川のほか、黒俣沢など支川であった。 

（ｴ） サ イ ズ：良く釣れるイワナのサイズは 15～30cm で特に 20～35cm の回答

が多かった。 
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〇野生 動物調 査  

朝日山地森林生態系保護地域及び周辺部へのニホンジカの侵入・生息状況を把握す

るため、山形大学農学部の江成広斗教授が公開している「ニホンジカの低密度管理の

実現を目指したボイストラップ法の有効性」（プレプリント, 江成・江成 2020）を

参考にして実施した。 

ア 調査地・調査内容とその方法 

本調査では、令和元年度に侵入可能性が高いとされ調査が実施された八久和地区、

大鳥地区、荒川上流地区に加え、地域住民等からニホンジカの目撃情報が寄せられた

日暮沢地区、古寺地区も対象地区とした（図８）。 

なお、調査地では、令和元年度に初回調査、令和 2 年度に 2 回目の調査が実施さ

れたが、ニホンジカの鳴声は確認されていない。 

（ｱ） アコースティックモニタリング調査（PAM 法） 

録音機材は、WildlifeAcoustics 社製のアコースティックレコーダーSM4 を使用

し、オフピーク時以外（午後 3 時から午前 7 時）を録音するようタイマーをセッ

トした。各地点における設置期間を表４に示す。 

 

表４ 録音機設置期間 

地区名 地点名 地点 No. 
調査期間 

日数 
設置日 撤去日 

八久和 森林基幹林道方面 No.1 9 月 1 日 11 月 30 日 91 

大鳥 
技術開発試験地そば No.3-1 9 月 1 日 10 月 14 日 44 

東大鳥ダム右岸 No.3-2 10 月 14 日 11 月 30 日 48 

荒川上流 大規模林道 No.2 9 月 7 日 11 月 29 日 84 

日暮沢 根子川林道 No.4 9 月 2 日 11 月 30 日 90 

古寺 ブナ峠 No.5 9 月 2 日 12 月 7 日 92 

 

（ｲ） マニュアル作業によるスクリーニング 

記 録 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 、 Wildlife Acoustics 社 製 の ソ フ ト ウ ェ ア

KaleidoscopePro5 によりシカの鳴声候補を自動抽出した後、マニュアル作業でス

クリーニング（視覚（スペクトラム）と聴覚（音声）によって真のニホンジカの鳴

声かどうかを判別する作業）を行った。 

分類器（鳴声判別モデル）は前述のプレプリントの電子付録として公開されてい

る cluster.kcs を用い、検知対象は alert と、howl（弱音は howl_w とする）、

moan の 3 種とした。それぞれの鳴声の特徴を表５に、音声スペクトログラムの

例を画像１に示す。 

表５ 検知対象のニホンジカ鳴声の特徴 
鳴声の種類 特徴 

alert 甲高く短い警戒音 

howl オス同士が互いの位置を主張する際に発する長い咆哮 

morn 縄張り内の優位オスのみが発する長い咆哮 
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画像１ 検知対象のニホンジカ鳴声の音声スペクトログラムの例 

鳴き声の種類 スペクトログラム画像 

alert 

 

howl 

 

moan 

 

 

イ 調査結果 
（ｱ） PAM 法による検出結果 

総録音時間は 6,808 時間に及んだ。分類器を使用したところ、その音声データ

から、10,422 例の音声がシカ鳴声候補として検出された。地点別のシカ鳴声候補

検出数を表６に示す。 

 

表６ 分析器が検出した地点別シカ鳴声候補数 

地区名 地点名 地点 No. 

分析器検出シカ鳴声候補数 

alert 
Howl 注

1 
moan 合計 

八久和 森林基幹林道方面 No.1 528 1,008 5,244 6,780 

大鳥 
技術開発試験地そば No.3-1 61 94 307 462 

東大鳥ダム右岸 No.3-2 18 39 419 476 

荒川上流 大規模林道 No.2 114 119 596 829 

日暮沢 根子川林道 No.4 45 9 1,288 1,342 

古寺 ブナ峠 No.5 61 12 460 533 

計 827 1,281 8,314 10,422 

注 1) howl_w を含む      
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（ｲ） PAM 法による検出結果 

検出結果を対象に真の鳴声であるか否かを判断するため、マニュアル作業でス

クリーニングを行った。 

同時間における重複カウントを除外（2 例）したところ、howl が 5 セット 11

回確認された。確認されたシカ鳴声数を地点別に表７に示す。以下、鳴声の種類別

に、結果を述べる。 

表７ 地点別 実際のシカ鳴声数 

地区名 地点名 地点 No. 

シカ鳴声セット数と回数注 1 

alert howl※ moan 合計 

回数 ｾｯﾄ 回数 ｾｯﾄ 回数 ｾｯﾄ 回数 ｾｯﾄ 

八久和 森林基幹林道方面 No.1 0 0 3 2 0 0 3 2 

大鳥 
技術開発試験地そば No.3-1 0 0 0 0 0 0 0 0 

東大鳥ダム右岸 No.3-2 0 0 0 0 0 0 0 0 

荒川上流 大規模林道 No.2 0 0 5 2 0 0 5 2 

日暮沢 根子川林道 No.4 0 0 0 0 0 0 0 0 

古寺 ブナ峠 No.5 0 0 3 1 0 0 3 1 

計 0 0 11 5 0 0 11 5 

注 1) 連続で確認された鳴き声(複数回数)で、同一個体が発したと考えられるものを 1 セットとして扱った。 

注 2) howl_w を含む 

 

ａ alert 

alert は、今回の調査では確認されなかった。 

 

ｂ howl 

howl は地点 No.1(八久和地区 森林基幹林道方面)で 2 セット 3 回（画像２）、

地点 No.2(荒川上流地区 大規模林道)で２セット５回（画像３）、地点 No.5(古寺

地区 ブナ峠)で 1 セット 3 回（画像４）確認された。うち、No.1-2 は moan とし

て検出されたが、音声とスペクトログラムの一致により howl と同定した。 

 

画像２ 地点 No.1 で確認された howl（howl_w を含む）の音声スペクトログラム 
ｾｯﾄ名 日時 スペクトログラム画像 

No.1-1 
11 月 7 日 

AM5 時 15 分 09 秒 
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No.1-2 

11 月 7 日 

AM5 時 42 分 32 秒 

11 月 7 日 

AM5 時 42 分 37 秒 

 

 

画像３ 地点 No.2 で確認された howl（howl_w を含む）の音声スペクトログラム 
ｾｯﾄ名 日時 スペクトログラム画像 

No.2-1 
10 月 11 日 

PM6 時 30 分 24 秒 

 

No.2-2 

10 月 31 日 

AM5 時 01 分 05 秒 

10 月 31 日 

AM5 時 01 分 09 秒 

 

10 月 31 日 

AM5 時 01 分 10 秒 
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10 月 31 日 

AM5 時 01 分 13 秒 

 

 

画像４ 地点 No.5 で確認された howl（howl_w を含む）の音声スペクトログラム 
ｾｯﾄ名 日時 スペクトログラム画像 

No.5-1 

11 月 1 日 

PM7 時 09 分 48 秒 

 

11 月 1 日 

PM7 時 09 分 50 秒 

 

11 月 1 日 

PM7 時 09 分 53 秒 

 

 

ｃ moan 

moan は今回の調査では確認されなかった。 

 

（ｳ） シカの侵入状況 

本調査では、シカの鳴き声としては、howl のみが 5 セット 11 回確認された。

howl が確認された箇所を図８に示す。 

また、江成・江成（2020）では、シカの侵入、定着は、表８のように区分でき

るとされている。すなわち、howl のみが散発的に聴かれる地域は侵入初期（段階

1）で、howl の発声頻度が高まると同時に moan も聴かれる地域は定着初期（段

階 2）へ移行した可能性があると示唆されている。 

これに基づくと、八久和地区、大鳥地区、古寺地区はニホンジカ侵入初期段階に

あると推察できる。 
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表８ シカの分布区分（江成・江成 2020 より作成） 
段階 内容 

1 侵入初期 
1～3 歳程度の若齢オスが分散行動によって新たな生息地へ侵入し、優位オス（侵入した

オスが成熟し、高順位になった個体）が見られ始める段階 

2 定着初期 
優位オスの数が増加し、発情期には縄張りを形成する定着個体もみられはじめると同時

に、徐々に分布を広げる少数のメスもその生息地に到達しはじめる段階 

3 繁殖増加 オス－メス比が同程度になって個体数が顕著に増加する段階 

 

（ｴ） 今後のモニタリングについて 

上記の結果を受けて、今後は、今回侵入が確認された 3 地区に着目するととも

に、以下の項目に留意しつつ、森林生態系保護地域及びその周辺部へのニホンジカ

の侵入状況を把握していく必要があるといえる。 

 

・ 調査対象地は広大な朝日山系であり、限られた機材数でモニタリングする場合

は、1～2 週間で調査地点を移動させつつ、多くの地点でデータを取ることが

望ましい。 

 

・ 調査地点の選定にあたっては、隣接する森林の配置から予想されるシカの流入

経路に留意して、録音機材の設置地点を設定することが望ましい。 

 

・ 朝日山系におけるシカの鳴声のピーク時期はまだ判明していないため、録音機

器の設置時期は、ひとまず 10 月を中心に実施することが望ましい。 
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図８ 野生動物調査 調査地全体図 及び シカの鳴き声が確認された地点 
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ⅱ 令和４年度調査 

令和４年度は、森林植生調査、渓流魚調査及び野生動物調査（音声データ

のクラスター分析、スクリーニング※１によるニホンジカの声の同定等の取

りまとめ）については、請負により実施する（４月 25 日契約済）。 

また、野生動物調査のうち、録音機材の設置・移動と音声データ回収は職

員実行（朝日庄内森林生態系保全センター）により実施する。 

 

〇森林植生 調査・ 渓流魚調査  

ア 森林植生調査 

森林植生調査については、山形森林管理署管内の西村山郡西川町大字大

井沢字中山外 18 国有林 93 林班い小班（平成 23 年度・28 年度と同一箇

所）で調査を実施（図９）。 

山菜利用実態調査については、西村山郡西川町を対象に聞き取り調査を

実施。 

 

イ 渓流魚調査 

山形森林管理署管内の西村山郡朝日町立木外５朝日岳外 49 国有林 22

林班い小班 ほか（図９、例年と同一箇所）で調査を実施。 

（増水時を極力避けるよう仕様書に記載済） 

 

〇野生動物 調査  

近年、ニホンジカが各地で生息範囲を拡大していることから、保護地域

内での生息がこれまで確認されていないニホンジカに着目し、平成 30 年

度に策定した平成 31～35 年度（令和元～５年度）の調査計画に基づき、

ニホンジカの侵入可能性が高い「八久和地区、大鳥地区、荒川上流地区」

においてシカの繁殖時期にアコースティックモニタリング（PAM 法）※

２を実施するとともに、ニホンジカの侵入可能性が低い「古寺鉱泉」※３

及び「日暮沢」においても、令和元(2019)年 10 月に山形森林管理署の

職員がブナ峠林道でオスジカを確認（36 林班ゆ 7 小班）していること及

び同年秋に地域住民から「日暮沢登山口周辺（森林生態系保護地域内、古

寺鉱泉から約２km）でシカが目撃された」との情報が寄せられているこ

とから、同様の調査を実施し、生息状況を把握する（表９、図１０）。 

なお、調査地点については、最新のニホンジカ目撃情報の状況に留意す

るとともに、令和３年度のモニタリング調査報告書において、広大な朝日

山系を限られた機材数で調査する場合は１～２週間単位で調査地点を移

動させつつ多くの地点でデータを取ることが望ましい等の助言があった

ことから、状況に応じて図１０の調査地点の変更や、現地を確認しつつ調

査地点を追加して実施。 
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図９ 森林植生調査・渓流魚調査箇所位置図 
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表９ 調査地点と調査時期 

 

（野生動物調査の調査位置は予定であり変更・追加する場合がある） 

 

 

※１ スクリーニング 

ソフトウェア KaleidoscopePro5 を用いて分析した音声データ（wav ファイル）をク

ラスター分析してシカ鳴声候補を抽出し、PC 画面上に一覧表とスペクトログラムを表

示、各々の鳴声候補について視覚（スペクトログラム）と聴覚（音声）によって真のシ

カの鳴声かどうかを判別するのがスクリーニング作業である。 

 

  ※２ アコースティックモニタリング 

ニホンジカのモニタリング手法の 1 つ。オスジカが発するハウル（咆哮）を利用して

個体数を推定する。音による個体検出であるため、目視やカメラ撮影で得られない個体

情報を把握できることが特徴である。PAM 法（Passive Acoustic Monitoring）と AAM

法（Active Acoustic Monitoring）の 2 種類があり、今回利用する PAM 法は、ハウル

を集音器で録音し、個体数指標としてカウントする方法。 

       

  ※３ ニホンジカの侵入可能性が低い「古寺鉱泉」 

調査計画では、ニホンジカの侵入可能性が低い「古寺鉱泉」については、近傍での目

撃情報があった場合にアコースティックモニタリングを実施することとしている。 

       

   

 

地区名 箇所名 署 市・郡町村 大字 字（国有林名） 林小班 調査時期

八 久 和 森林基幹林道 庄内 鶴岡市 荒沢 池の平国有林 101あ
9中旬～

11月中旬

大 鳥
技術開発試験

地そば
大鳥 深谷現国有林 117ぬ

9中旬～

10月中旬

東大鳥ダム右

岸
105ほ

10中旬～

11月中旬

荒 川 上 流 大規模林道 置賜
西置賜郡

小国町
石滝外2

足駄山外4 569

番外4国有林
16そ

9中旬～

11月中旬

日 暮 沢 根子川林道 山形
西村山郡

西川町
大井沢 中山外18国有林 82へ

9中旬～

11月中旬

古 寺 鉱 泉 ブナ峠
西村山郡

大江町
貫見 古寺山国有林 47こ1

9中旬～

11月中旬
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図１０ アコースティックモニタリング調査地点 
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ⅲ 令和５年度調査計画の概要 

令和５年度は、森林植生調査、渓流魚調査及び野生動物調査（音声データ

のクラスター分析、スクリーニングによるニホンジカの声の同定等の取り

まとめ）については、請負により実施する。 

また、野生動物調査のうち、録音機材の設置・移動と音声データ回収は職

員実行（朝日庄内森林生態系保全センター）により実施する。 

なお、本調査計画に係る請負の発注業務については、着実な実施が図られ

るよう、令和５年度予算成立後できる限り早期に実施するものとする。 

 

〇森林植生 調査・ 渓流魚調査  

ア 森林植生調査 

森林植生調査及び山菜利用実態調査の調査サイクルについては、図１１

に示すとおりである。 

森林植生調査については、置賜森林管理署管内の西置賜郡小国町大字石

滝外２字足駄山外４ 569 番外４国有林５林班に小班及び５林班ほ小班

（平成 24 年度・29 年度と同一箇所）で調査を実施（図１２）。 

また、山菜利用実態調査については、西置賜郡小国町を対象に聞き取り

調査を実施。 

 

図１１ 森林植生調査及び山菜利用実調査の調査サイクル 

 

イ 渓流魚調査 

山形森林管理署管内の西村山郡朝日町立木外５朝日岳外 49 国有林 22

林班い小班 ほか（図１２、例年と同一箇所）で、同様の調査を実施。 

（増水時を極力避けるよう仕様書に記載する） 

期 年度 植生調査 山菜利用実態調査

H15 朝日川

H16 朝日川 朝日町

H17 朝日川 西川町、旧朝日村

H18 朝日川 長井市、小国町

H19 朝日川 大江町

H20 朝日川 朝日町 4 -1

H21 大鳥 西川町 4 -1

H22 八久和 旧朝日村 5 0

H23 大井沢 小国町 5 0

H24 荒川上流部 大江町 5 0

H25 朝日川 5 0 朝日町 5 0

H26 大鳥 5 0 西川町 5 0

H27 八久和 5 0 旧朝日村 5 0

H28 大井沢 5 0 小国町 5 0

H29 荒川上流部 5 0 大江町 5 0

H30 朝日川 5 0 朝日町 5 0

R1 大鳥 5 0 旧朝日村 4 -1

第４期 R2 （未実施） （未実施）

R3 八久和 6 +1 大江町 4 -3

R4 大井沢 6 +1 西川町 8 +3

R5 荒川上流部 6 +1 小国町 7 +2

第２期

第３期

調査間隔 調査間隔

第１期
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図１２ 森林植生調査・渓流魚調査箇所位置図 
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〇野生動物 調査  

近年、ニホンジカが各地で生息範囲を拡大していることから、保護地域

内での生息がこれまで確認されていないニホンジカに着目し、平成 30 年

度に策定した平成 31～35 年度（令和元～５年度）の調査計画に基づき、

ニホンジカの侵入可能性が高い「八久和地区、大鳥地区、荒川上流地区」

においてシカの繁殖時期（９～11 月）にアコースティックモニタリング

（PAM 法）を実施するとともに、ニホンジカの侵入可能性が低い「古寺

鉱泉」及び「日暮沢」においても、令和元(2019)年 10 月に山形森林管理

署の職員がブナ峠林道でオスジカを確認（36 林班ゆ 7 小班）しているこ

と及び同年秋に地域住民から「日暮沢登山口周辺（森林生態系保護地域

内、古寺鉱泉から約２km）でシカが目撃された」との情報が寄せられて

いることから、同様の調査を実施し、生息状況を把握する（表１０、図１

０）。 

なお、調査地点については、最新のニホンジカ目撃情報の状況に留意す

るとともに、令和３年度のモニタリング調査報告書において、広大な朝日

山系を限られた機材数で調査する場合は１～２週間単位で調査地点を移

動させつつ多くの地点でデータを取ることが望ましい等の助言があった

こと、令和４年度のモニタリング調査の実施状況も踏まえつつ、図１０の

調査地点の変更や、現地を確認しつつ調査地点を追加して実施。 

 

                         表１０ 調査地点と調査時期 

 
（野生動物調査の調査位置は予定であり変更・追加する場合がある） 

 

地区名 箇所名 署 市・郡町村 大字 字（国有林名） 林小班 調査時期

八 久 和 森林基幹林道 庄内 鶴岡市 荒沢 池の平国有林 101あ
9中旬～

11月中旬

大 鳥
技術開発試験

地そば
大鳥 深谷現国有林 117ぬ

9中旬～

10月中旬

東大鳥ダム右

岸
105ほ

10中旬～

11月中旬

荒 川 上 流 大規模林道 置賜
西置賜郡

小国町
石滝外2

足駄山外4 569

番外4国有林
16そ

9中旬～

11月中旬

日 暮 沢 根子川林道 山形
西村山郡

西川町
大井沢 中山外18国有林 82へ

9中旬～

11月中旬

古 寺 鉱 泉 ブナ峠
西村山郡

大江町
貫見 古寺山国有林 47こ1

9中旬～

11月中旬
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③スノーモービルの乗り入れ規制について

月山周辺域へのスノーモービルの乗り入れについては､「自然を守るスノーモービラ

ーの会」が自主ルール「月山特別ルール」を定め､朝日山地森林生態系保護地域、磐梯

朝日国立公園特別保護地区への乗り入れ禁止､乗り入れ地点の限定､樹木の損傷禁止等自

然環境の保護等を行いながら利用しています。

また、ルール､マナーの遵守状況､自然環境への影響の有無等を確認するため､関係機

関と連携しながらパトールを行っています。

ア. これまでの巡視（パトロール）とスノーモービル乗り入れ状況の経過

年度 巡視(パトロール） 周辺区域への乗り入れ状況

Ｈ23（2011） 4／29 １回 ３箇所 4/10～4/24 ４日 53台

Ｈ24（2012） 3/16～5/17 ６回 16箇所 3/25～5/6 15日 180台

Ｈ25（2013） 2/25～5/8 ６回 16箇所 3/20～5/6 13日 194台

Ｈ26（2014） 2/17～5/7 ５回 16箇所 3/21～5/5 14日 217台

Ｈ27（2015） 2/24～5/8 ９回 18箇所 3/21～5/4 13日 203台

Ｈ28（2016） 3/20～4/19 ３回 ３箇所 3/20～4/10 8日 142台

Ｈ29（2017） 3/19～4/28 ５回 ５箇所 3/19～5/4 11日 168台

Ｈ30（2018） 3/24～4/28 ３回 ４箇所 3/21～5/4 ７日 87台

Ｈ31（2019） 3/18～4/3 ３回 ３箇所 3/23～4/14 ７日 121台

Ｒ元(2020) 3/12～4/4 ３回 ３箇所 3/ 8～4/11 ８日 111台

Ｒ 2(2021) 3/24～4/15 ４回 ４箇所 3/20～4/11 ８日 106台

Ｒ 3(2022) 3/21～4/21 ３回 ３箇所 3/21～4/24 ９日 129台

※４月２４日以降積雪の減少によりスノーモービルの乗り入れを終了した。

イ．令和３年度の巡視結果報告

(ｱ) 実施月日：令和４年３月２１日(月)

実施者：自然を守るスノーモービラーの会事務局２名、朝日センター３名

場 所：西川町志津温泉

内 容：スノーモービルの入山開始にあたり､事務局､朝日センターが注意喚起を

行った。スノーモービラーに対し、乗り入れに係るルール･マナーの遵守

の要請を行い、志津地域におけるスノーモービラーの自主的な取組の結果

が関係者等の信頼を得ている旨説明した。

(ｲ)実施月日：令和４年３月２６日(土)合同パトロール

実施者：自然を守るスノーモービラーの会１名、山形県２名、環境省２名、山形

森林管理署１名、朝日庄内森林生態系保全センター２名

場 所：西川町志津温泉～山形森林管理署１１３林班ほか（ブス沼から南西尾根）

内 容：スノーモービルの走行跡を確認したが、樹木の損傷、乗り入れ利用区域

外への乗り入れ（通過ルートを除く）等の問題行為は、確認されなかった。

なお、コース外へ立ち入らないよう目印を付すなど、スノーモービラーの会にお

資料４



- 34 -

いて、適切な走行のための自主的な努力がされていた。

(ｳ) 実施月日：令和４年４月１２日(火) 単独パトロール

実施者：朝日センター２名

場 所：西川町志津温泉～山形森林管理署１１３林班ほか（ブス沼付近）

内 容：乗り入れ終了後の状況を確認。古いスノーモービルの走行跡は確認した

が、新たな走行跡は確認されなかった。なお、地割れの発生している箇所

が散見されたためスノーモービラーの会事務局へ情報提供を行った。

また、月山第一トンネル付近でのスノーモービル走行跡は無いことも確

認した。

(ｴ) 実施月日：令和４年４月２１日(木) 単独パトロール

実施者：朝日センター２名

場 所：西川町志津温泉～山形森林管理署１１３林班ほか（ブス沼付近）

内 容：乗り入れ終了後の状況を確認。新たなスノーモービルの走行跡を確認し

た。樹木の損傷、乗り入れ利用区域外への乗り入れ（通過ルートを除く）

等の問題行為は、確認されなかった。なお、地割れの発生状況も送電線下

を始め複数箇所確認された。

今シーズンの乗り入れは、令和４年４月２４日で終了している（事務局よ

り聞き取り）。

３月２１日入山式

３月２６日 合同パトロール打合せ中

３月２１日入山式（スノーモービル走行中）

３月２６日 合同パトロール積雪状況

資料４
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３月２６日 合同パトロール

４月１２日 古い走行跡

４月１２日 １１３ち林小班積雪状況

３月２６日 スノーモービル走行跡

４月２１日 新しい走行跡 ４月２１日 積雪状況

４月１２日 単独パトロール積雪状況

４月１２日 １１３ち林小班地割れ状況

資料４
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ウ．自然を守るスノーモービラーの会 「月山特別ルール」

月山特別ルール 月山乗入申込書

資料４
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資料５

④森林生態系保護地域内の人工林から天然生林への誘導手法に

ついて

朝日山地森林生態系保護地域の管理計画（平成１５年３月設定）において、保全利

用地区の人工林は、「針広混交林化を図るために必要な施業を行い、将来は天然林に

導くこと」としています。

また、「保護林等における人工林の取扱いについて」（平成27年2月25日付け26東計

第81号東北森林管理局長通達)で施業の留意点等が規定されており、これらに基づき、

針広混交林化の取組を推進しています。

ⅰ 庄内森林管理署管内１１６林班い小班内における取組結果

ア 取組の概要（庄内署管内）

場所： 大鳥森林事務所管内１１６林班い小班内(平成２年スギ植栽）

面積： ０．０８ｈa(２区画)

目的： 天然生林への誘導にあたり、どのような更新補助作業等が有効かを

検証します。

方法： 刈払い･つる切りを行う区域､刈払い･つる切り･除伐を行う区域､施業

を行わない区域を設定し､広葉樹の成長状態､下層植生を比較します。

期間： 平成２８年度～令和２年度

実施項目：① 林床植生モニタリング調査（平成２８年度～令和３年度）

② 更新補助作業（平成２８年度～令和２年度）

③ 山取苗植栽（平成２８年度～令和元年度）

④ その他(照度の測定等(令和元年度～令和２年度)

イ 林床植生モニタリング調査

令和３年１０月１３日に、山形大学農学部 菊池准教授、学生３名、朝日セ

ンター３名で調査を実施しました。

調査方法は、施業区プロット(10m×10m)6箇所､無施業区(10m×10m)2箇所で胸

高直径4ｃｍ未満、樹高1.5m以上の広葉樹の成長調査を行った。胸高直径4ｃｍ

未満、樹高1.5m未満の広葉樹は低木層と草本層に区分し優占度を調査しました。

設定から５年目の現段階では､設定時に生育していた稚樹が生育を続けていま

すが、更新補助作業の違いによる明確な成長状態の差や樹種の変化は見られて

おりません。
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試験地360°カメラでの撮影

ウ 今後の取組

これまでの調査結果の取りまとめを行い､更新補助作業と広葉樹の成長状態に

ついて検討を行います。

山形大学農学部と連携し、林床植生モニタリング調査を継続します。

山形大学生 林床植生モニタリング調査

試験地ドローン撮影
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資料６
⑤朝日自然塾について

東北森林管理局と朝日山地森林生態系保護地域部会の構成団体等は､生態

系保護地域並びに周辺域において、協力･連携して森林の自然の働きを体感

し自然とのつきあい方を学ぶ体験活動型森林環境教育並びにボランティア

森林整備活動プログラム(「朝日自然塾」と呼称。)を実施しています。

令和４年度の実施計画は、昨年度に引き続き、新型コロナウィルス感染

症の影響により、不確定の部分がありますことを御了解願います。

ⅰ 令和３年度の実施状況

･ 第１回「カッチャバ湿原のトンボ観察＆大井沢で一日昆虫博士」【実施】

新型コロナ感染症拡大のため実施。以下は計画。

日時：令和３年６月１９日（土）６組１５名

場所：西川町大井沢博物館外ほか

内容：カッチャバ湿原でトンボ、水生昆虫の探索･観察

大井沢自然博物館見学、昆虫博士のお話など

･ 第２回「みんなで歩こうタキタロウへの道」【実施】

新型コロナウィルス感染症拡大により日程を変更。

日時：令和３年７月８日（金）

場所：鶴岡市大鳥池

参加人数：あさひ小学校５年生２３名、教職員等６名

内容：大鳥池への登山

合わせて山で守るべきルールとマナー

森の動植物と朝日山地の自然観察等

大鳥池のタキタロウ伝説、森林の働き等を事前学習
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･ 第３回「プロが教えるイワナ釣り」【実施】

新型コロナウィルス感染症拡大により日程と募集人数を変更。

日時：令和３年７月２２日（木・祝）

場所：鶴岡市大鳥 東大鳥川

参加人数：１０組２５名

内容：イワナ釣り、渓流釣りのルールとマナー

魚のさばきかた体験、毛鉤作り、キャスティング体験

イワナに関するとっておきの話

･ 第４回「森林の営みを知るために､森林を調査してみよう」【中止】

新型コロナウィルス感染症拡大により中止。以下は計画。

日時：令和３年９月下旬

場所：小国町針生平

内容：ブナ等の広葉樹林で林床植生調査､立木調査､照度測定

･ 第５回「かんじきトレッキング＆めのうアクセサリーづくり」【中止】

日時：令和４年３月５日（土）

場所：西川町自然と匠の伝承館ほか

参加人数：募集予定人員２０名

内容：かんじきトレッキング、そり遊び

めのうでアクセサリーづくり、昆虫博士のお話
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ⅱ 令和４年度の実施計画

別添「令和４年度 朝日自然塾プログラム」のとおり。



◇日時：令和４年６月１８日（土）

◇場所：西川町大井沢

◇募集人員：小中学生の親子等２０人

◇参加費：７００円（入館料・保険料等）

◇内容

・カッチャバ湿原での自然観察

・昆虫博士の珍しい標本

・大井沢自然博物館見学

・自然観察のルールとマナー

◇日時：令和４年７月７日（木）

◇場所：鶴岡市大鳥池等

◇参加者：あさひ小学校５年生

◇内容

・大鳥池タキタロウ伝説とは

・森の動植物と朝日山地を学ぼう

・水資源の大切さを学ぼう

・ふるさとの山を守るル－ルとマナ－

◇日時：令和４年７月２３日（土）

◇場所：鶴岡市大鳥 東大鳥川

◇募集人員：小中学生の親子等２５人

◇参加費：９００円（入館料・保険料等）

◇内容

・みんなに教えたい岩魚の話

・渓流釣りのルールとマナー

・川釣り入門・体験

・イワナの塩焼き体験

２ みんなで歩こう

タキタロウへの道

1 初夏の大井沢で自然体験！

３ プロが教えるイワナ釣り

～東大鳥川でイワナ釣りに挑戦

◇日時：令和４年９月下旬（予定）

◇場所：小国町針生平

◇参加者：基督教独立学園高等学校

◇内容

◎広葉樹の大木が作る森で調査をし

ます。

・森林に生育する植物を知ります

・木の大きさ等を測ります

・ブナ林の営みを探ります

◇日時：令和５年３月４日（土）

◇場所：西川町大井沢

◇募集人員：小中学生の親子等２０人

◇参加費：2,000円（入館料・めのうアク

セサリーづくり体験料等）

◇内容

・かんじきの履き方と歩き方

・大井沢にはどんな動物がいるの

・冬芽の観察

・昆虫のおもしろい話

・そりすべり

・めのうアクセサリーづくり体験

※ プログラム１，３，５の参加者を募集します

申込みはプログラム名・住所・氏名・連絡先等を朝日庄内森林生態系保全センターあてにお知ら

せ下さい。

日時・参加費等は変更となることがあります。その際は随時、当センターホームページにてお知

らせいたします。

朝 日 自 然 塾 連 絡 協 議 会

出羽三山の自然を守る会 山形県渓流釣り協議会 山形県山岳連盟

西川町自然と匠の伝承館･大井沢自然博物館 鶴岡市朝日庁舎 西川町大井沢区

山形県内水面漁業協同組合連合会 山形県猟友会 小国の自然を守る会

東北森林管理局 朝日庄内森林生態系保全センタ－（事務局）

申込み（E-ma i l ）

お問い合わせ先
朝日庄内森林生態系保全センター
〒 9 9 7 - 0 4 0 4 山 形 県 鶴 岡 市 下 名 川 字 落 合 ３

○ TEL:0235-58-1730 ○ FAX:0235-58-1731
○ E-mail：t_syounai_f@maff.go.jp

4 森に入って

森の営みを探そう（仮）
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オス メス 不明 幼獣

133 146 103 21 19 3

個別の目撃情報

オス メス 不明 幼獣

1 1 3 鶴岡市 小国 1 移動中だった。 生存時確認

2 1 15 川西町 玉庭温井 1 狩猟捕獲 捕獲死亡

3 1 18 米沢市 大沢 4 1 移動中だった。 生存時確認

4 1 23 米沢市 簗沢芝倉 1 試験捕獲 捕獲死亡

5 1 23 米沢市 簗沢芝倉 1 試験捕獲 捕獲死亡

6 1 23 飯豊町 高峰 1 2 狩猟捕獲 捕獲死亡

7 1 23 飯豊町 高峰 1 2 狩猟捕獲 捕獲死亡

8 1 31 最上町 1 狩猟捕獲 捕獲死亡

9 2 13 小国町 足水中里 1 近傍の草や木の枝を食べていた。 生存時確認

10 2 13 小国町 足水中里 1 狩猟捕獲 捕獲死亡

11 2 13 小国町 足水中里 1 狩猟捕獲 捕獲死亡

12 2 22 鶴岡市 上名川 1 狩猟捕獲 捕獲死亡

13 2 22 鶴岡市 上名川 1 狩猟捕獲 捕獲死亡

14 2 28 米沢市 水窪矢沢 1 試験捕獲 捕獲死亡

15 2 28 米沢市 水窪矢沢 1 試験捕獲 捕獲死亡

16 2 28 米沢市 大沢 1 試験捕獲 捕獲死亡

17 2 28 米沢市 大沢 1 許可捕獲 捕獲死亡

18 3 2 米沢市 入田沢 1 許可捕獲 捕獲死亡

19 3 4 米沢市 入田沢 1 許可捕獲 捕獲死亡

20 4 22 鶴岡市 羽黒町黒瀬 1 移動中だった。 生存時確認

21 5 14 酒田市 田沢 2 移動中だった。 生存時確認

22 6 17 鶴岡市 小名部 1 許可捕獲 捕獲死亡

23 6 28 鶴岡市 青龍寺（金峰山） 1 山形大学のカメラ 調査・研究

24 6 28 鶴岡市 下名川 1 移動中だった。 生存時確認

25 6 28 鶴岡市 本郷 1 移動中だった。 生存時確認

26 6 28 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

27 6 29 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

28 6 29 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

29 6 29 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

30 7 2 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

31 7 6 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

32 7 6 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

33 7 8 鶴岡市 羽黒町川代 1 山形大学のカメラ 調査・研究

34 7 8 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

35 7 9 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

36 7 11 鶴岡市 鱒淵 1 山形大学のカメラ 生存時確認

37 7 15 鶴岡市 上名川 1 移動中だった。 生存時確認

38 7 16 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

39 7 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

40 7 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

41 7 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

42 7 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

43 7 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

44 7 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

45 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

46 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

47 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

市町村

確認個体数

No.

２０２１年ニホンジカ目撃情報（R4.5末時点での速報値）

確認個体数
概要 確認状況

目撃件数

月 日 地区

1/ 3
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オス メス 不明 幼獣
市町村No.

確認個体数
概要 確認状況月 日 地区

48 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

49 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

50 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

51 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

52 7 17 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

53 7 18 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

54 7 18 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

55 7 18 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

56 7 18 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

57 7 19 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

58 7 19 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

59 7 20 鶴岡市 下名川 1 移動中だった。 生存時確認

60 7 25 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

61 7 25 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

62 7 25 最上町 黒沢 1 許可捕獲 捕獲死亡

63 7 26 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

64 7 26 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

65 7 27 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

66 7 29 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

67 7 29 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

68 7 29 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

69 7 29 山形市 本沢隔間場 1 許可捕獲 捕獲死亡

70 7 30 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

71 8 3 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

72 8 3 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

73 8 3 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

74 8 5 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

75 8 9 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

76 8 9 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

77 8 9 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

78 8 9 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

79 8 12 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

80 8 13 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

81 8 14 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

82 8 17 鶴岡市 堀切 1 山形大学のカメラ 生存時確認

83 8 17 鶴岡市 堀切 1 山形大学のカメラ 生存時確認

84 8 18 高畠町 二井宿 4 ツノのない４頭の群れが移動中だった。 生存時確認

85 8 21 寒河江市 沼山 1 移動中だった。 生存時確認

86 8 26 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

87 9 8 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

88 9 9 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

89 9 9 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

90 9 11 最上町 堺田 1 許可捕獲 捕獲死亡

91 9 15 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

92 9 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

93 9 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

94 9 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

95 9 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

96 9 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

97 9 16 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

98 9 17 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

99 9 18 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
100 9 18 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
101 9 18 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
102 9 18 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
103 9 18 最上町 黒沢 1 許可捕獲 捕獲死亡
104 9 24 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究

2/ 3

toshiyuki_horikaw220
テキストボックス
-45-



オス メス 不明 幼獣
市町村No.

確認個体数
概要 確認状況月 日 地区

105 9 24 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
106 9 26 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
107 9 28 鶴岡市 山五十川 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
108 9 30 鶴岡市 羽黒町川代 1 移動中だった。 生存時確認
109 10 3 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
110 10 5 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
111 10 7 酒田市 生石 1 移動中だった。 生存時確認
112 10 13 鶴岡市 温海 2 移動中だった。 生存時確認
113 10 13 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
114 10 13 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
115 10 13 鶴岡市 矢引 1 許可捕獲 捕獲死亡
116 10 15 鶴岡市 温海 1 移動中だった。 生存時確認
117 10 15 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
118 10 17 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
119 10 20 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
120 10 21 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
121 10 21 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
122 10 21 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
123 10 25 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
124 10 25 小国町 綱木箱の口 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
125 10 26 山形市 高瀬中沢 1 許可捕獲 捕獲死亡
126 11 2 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
127 11 6 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
128 11 6 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
129 11 6 遊佐町 小野曾 1 森林研究研修センターのカメラ 調査・研究
130 11 7 鶴岡市 中山 1 許可捕獲 捕獲死亡
131 11 8 真室川町 川ノ内 1 移動中だった。 生存時確認
132 11 18 白鷹町 山口 1 狩猟捕獲 捕獲死亡
133 12 29 川西町 朴沢 1 狩猟捕獲 捕獲死亡
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2021年ニホンジカ目撃等位置図（1月1日～12月31日）(R4.5末時点での速報値）
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○集計期間 ： 令和３年４月から令和４年３月末まで　　※調査継続中

○調査区域 ： 東北森林管理局管内国有林　（情報提供あった場合は民有地分も集計）

＜主要項目の集計一覧表＞

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県

成獣 111 2 71 9 29

幼獣 24 10 11 2 1

成幼不明 1 1

小計 136 12 82 11 30 1

成獣 116 97 11 7 1

幼獣 40 39 1

成幼不明 11 11

小計 167 147 12 7 1

成獣 36 2 21 13

幼獣 69 16 46 6 1

成幼不明 21 11 9 1

小計 126 29 76 19 2

429 41 305 42 39 2

5 1 3 1

6 6

133 110 21 1 1

122 99 16 7

141 119 21 1

36 36

33 33

104 88 16

137 121 16

26 26

47 47

73 73

97 78 16 3

82 82

179 160 16 3

36 33 3

32 32

68 65 3

樹
皮
剥
ぎ

新しい　（直近の積雪期のもの）

古い
（上記以前のもの、黒く変色している等）

計

下
枝
食
痕

新しい

古い

計

草
本
食
痕

新しい

古い

計

サ
サ
食
痕

新しい

古い

計

痕
跡

死体・骨

角

足跡・ｼｶ道（ﾆﾎﾝｼﾞｶ）

足跡・ｼｶ道（ｼｶ･ｶﾓｼｶ不明）

フン（ﾆﾎﾝｼﾞｶ）

フン（ｼｶ・ｶﾓｼｶ不明）

個
体
目
撃

雄

雌

雌雄不明

計

「ニホンジカ影響調査・簡易チェックシート調査」　令和３年度調査結果の概要について　

令 和 ４ 年 ４ 月

東 北 森 林 管 理 局

項目
Google Earth

アイコン
項目詳細 頭数／件数

県別内訳
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令和４年４月

単位：頭
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成
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成
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明

成
獣

幼
獣

成
幼
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明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

成
獣

幼
獣

成
幼
不
明

津 軽 署 6 1 1 8 1 1 10 2 12 14 1 1 1 17 10 10 1 1 1 1

金 木 支 署 2 2

青 森 署 1 1

下 北 署

三 八 上 北 署 3 2 1 6 12 3 1 4 2 2 4 3 1 8 41 3 2 6 1 8 5 22 88 32 1 5 5 11 1 6 61 1 10 2 16 11 40

青森県 10 2 2 6 1 21 1 3 1 5 12 2 2 16 18 1 3 1 1 1 25 51 3 2 6 1 8 5 22 98 33 1 5 5 11 1 6 62 2 10 2 16 11 41

岩 手 北 部 署 1 1 1 1 1 2 2 9 4 2 1 2 1 10 2 1 3 3 2 1 4 10 4 6 1 2 2 5 1 21 2 6 4 4 16

三 陸 北 部 署 7 1 21 10 6 5 9 59 8 1 16 4 2 25 56 22 2 1 1 20 9 6 61 7 25 3 5 7 2 49 1 5 1 7 4 2 5 6 17 1 4 2 4 6 17

久 慈 支 署 1 1 1 1 2 2 2 4 3 3

三 陸 中 部 署 13 1 14 2 2 3 7 6 5 11 4 1 2 7 3 3 20 5 31 10 13 3 12 3 2 3 46 4 10 3 2 19

盛 岡 署 8 3 1 2 14 6 4 10 49 2 5 2 28 86 60 4 2 56 122 4 2 3 2 1 4 16 19 32 9 4 1 2 67

岩 手 南 部 署 2 2 4 2 2 8 12 2 3 5 1 1 1 6 9

遠 野 支 署 11 1 1 30 7 6 9 13 78 8 69 2 1 19 5 104 13 6 99 2 34 154 26 3 178 3 3 1 35 3 252 26 4 64 18 1 16 15 144 12 2 120 32 20 49 235 41 16 50 27 11 10 37 1 193

岩手県 21 3 3 67 17 1 14 14 25 165 30 4 1 90 10 2 3 22 31 193 43 6 108 3 1 24 43 11 239 89 3 213 6 8 16 50 35 420 96 4 82 1 43 4 23 77 330 35 2 143 38 34 8 64 9 333 66 16 97 39 11 21 46 9 305

宮 城 北 部 署 9 4 3 11 1 7 5 40 3 3 2 1 9 2 3 3 20 18 70 10 2 5 105 15 85 9 4 5 2 120 13 3 9 2 22 19 3 71 9 2 11 1 13 6 42

仙 台 署 1 1 1 1 1 2 3 3 1 4

宮城県 9 4 3 11 1 7 5 40 1 3 4 2 1 9 2 3 3 20 18 71 10 2 5 106 16 85 9 6 5 2 123 13 3 12 2 22 20 3 75 9 2 11 1 13 6 42

米 代 東 部 署 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 4 1 3 1 2 1 3 15

上小阿仁支署 1 1 2 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1

米 代 西 部 署 1 6 1 8 9 3 1 2 5 20 2 10 2 1 1 16 24 1 4 1 30

秋 田 署 1 2 3 2 3 5 2 5 19 1 27 1 4 5 4 3 1 8

湯 沢 支 署 1 1

由 利 署 1 1

秋田県 3 2 1 6 3 1 4 3 3 1 7 7 6 6 19 1 1 40 9 3 1 2 5 20 7 11 5 2 1 2 1 5 3 37 29 1 7 1 1 39

庄 内 署 1 1 1 1

山 形 署 1 1 2 1 1 1 1

最 上 支 署 1 1

置 賜 署 1 1 2 1 4 5 2 1 3 2 2 1 1 2

山形県 1 1 2 1 3 1 4 1 1 7 1 1 2 3 1 4 2 2 1 1 2

44 7 6 80 17 2 25 26 26 233 37 4 1 93 10 2 7 22 33 209 61 7 124 7 1 26 47 16 289 133 11 293 16 10 41 52 37 593 175 10 2 174 10 44 20 34 106 575 90 17 5 162 41 41 42 90 21 509 106 29 1 116 40 11 36 69 21 429

H30

合　 計

山形県

東北森林管理局　「ニホンジカ影響調査・簡易チェックシート調査」における署等別個体目撃頭数の推移（Ｈ27～Ｒ3）
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ⅲ 朝日センタ－の生息調査

平成３０年度（平成31年2月）に東大鳥川でセン

ター職員がニホンジカの生体並びに痕跡を発見し

ました。そのため、令和２年度に引き続き、令和

３年度は冬期間にカメラを設置しました。

例年になく、積雪が多かったためカメラを定期

的に回収できず、雪が落ち着いてから回収を行い

ましたが、シカの個体については確認できません

でした。

令和２年度蹄様の足跡

平成３０年度食痕

令和２年度樹木への食痕 令和２年度カモシカ生体

令和２年度樹木への食痕

朝日庄内森林生態系保全センター資料
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令和３年度カメラ設置状況 令和３年度センサーカメラの映像

令和３年度センサーカメラの映像

令和３年度カメラ設置状況
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ニホンジカ生息調査 位置図

ｱ 平成 31 年 2月発見箇所

ｲ 令和２年度痕跡発見箇所



- 53 -

資料８

⑦マツノクロホシハバチ及びオオハンゴンソウの対応について

（１）マツノクロホシハバチの対応について

朝日山地では、平成２３年９月から大朝日岳周辺のハイマツで被害が目立ちは

じめました。過去には北海道でキタゴヨウが、大規模な枯死被害が発生したこと

もあるため、経過を見守りつつ必要な場合は捕殺を行うこととしております。

令和４年度も、９月下旬を目処に捕殺を行う予定です。

（２）オオハンゴンソウの対応について

Ⅰ 五百川林道土場跡（朝日町 山形署２９林班ち小班内)

ア）経過

・平成２９年度に、山形署２９林班ち小班内(朝日町)の道路脇の土場跡地でオ

オハンゴンソウが確認されました。

・平成３０年８月に、防除作業を実施しました。

・令和元年７月に、防除作業を実施しました。

・令和２年５月は、コロナウイルス感染感染拡大により防除作業を中止。

・令和２年度より、花で識別して防除を行っていた関係上、７月～８月に作業

をしておりましたが､防除の効果が低く、再生数が多くなっていると考えられ

るため､十分に成長していない時期と思われる５月に、防除作業を実施するこ

とにしました。

・令和３年５月に、巡視員にも協力を呼びかけ防除作業を実施しました。

イ) 令和４年度の実施計画

１回目 令和４年５月（巡視員にも協力を呼びかけ実施済み約１，１００株）

２回目 令和４年６月（実施済み試験地のみ）

３回目 経過観察を行いながら、再生状況をみて実施する。

令和４年５月 実施状況 令和４年５月 実施状況
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Ⅱ 白滝支線(朝日町 山形森林管理署３２林班ぬ小班内､長年不通の林道脇)

ア）経過

・令和２年８月センター職員２名が巡視中に、山形署３２林班ぬ小班の林道白

滝支線では、初めてオオハンゴンソウの生息地を確認しました。

・令和３年７月、当センター職員で防除作業を実施しました（約８０株）

イ) 令和４年度の実施計画

１回目 令和４年６月(実施済み４１株）

２回目 経過観察を行いながら、再生状況をみて実施する。

今後も、定期的に巡視を行い生育状況について観察していきます。

令和４年６月 実施状況 令和４年６月 実施状況
















































































































































